
金
部
古
政
志
巻
サ

λ

四

間
召
一
召
出
さ
れ
、
今
の
酬
明
現
品
訟
の
所
陀
居
住
し
.
毎
度
御
前
に
て

て
も
.
利
常
卿
の
時
は
甲
州
流
の
兵
談
は
用
ひ
ら
れ
ざ
り
し
事
知
ら

陀
潟
E

御
お
-毎
度
御
覧
紘
ν
遊
山
、
勝
朗
氏
明
也
。

と
あ
り
。
走
ら
に

税
制
被
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仰
付
一
也
。
此
相
停
を
受
け
た
る
者
は
前
回
出
雲
・
大
橋
苔
可

M
m知一
回小
限
惣
左
術
門
三
人
山
出
。
北
ハ
後
稲
葉
器
〈
浪
守
正
則
法
名
務
隠

臼正被
a
申
越
一
普
可
を
江
戸
へ
被
弘
叩
出
一
務
胞
へ
相
仰
す
と
い
へ
ど
も
、

れ
.
綱
紀
卿
の
時
有
明
伸
永
氏
主
用
ひ
ら
れ
し
よ
り
の
都
な
り
け
り
。

卒
保
雑
誌
に
云
ふ
。
甲
州
流
の
兵
棋
は
多
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は
北
保
安
易
守
に
出
づ

不
v
過
と
て
こ
+
傘
迄
停
授
し
蹄
闘
す
。
放
に
官
時
江
戸
の
太
平
記
侮

る
な
り
。
庭
士
山
鹿
益
五
左
術
円
、
甲
府
の
佐
々
木
凶
郎
兵
衛
、
酒

は
二
十
忽
仰
授
也
と
有
締
結
。
と
あ
り
。
ま
た
、
微
妙
公
夜
話
鋭
陀
、

利
常
卿
御
代
に
は
御
酬
明
衆
と
て
、
古
吉
事
ど
も
見
聞
せ
し
人
L
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五
人
、
毎
夜
御
夜
討
陀
徒
出
で
、
四
方
山
の
事
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明
せ
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省
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述
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衛
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右
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に
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閤
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仰
せ
ば
、
太
閣
は
無
矧
な
る
生
約
也
と
仰

と
ぞ
。
甲
陽
忽
鑑
を
校
行
せ
し
は
、
井
伊
家
の
岡
本
ヰ
助
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仰
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叉
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友
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仰
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叉
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仰
せ
ら
れ
、

石
取
り
た
り
し
が
、
流
浪
人
と
成
り
江
戸
へ
山
で
‘
上
締
法
印
へ
立

度
々
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茶
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仰
せ
ら
れ
た
り
。
信
玄
の
事
は
少
し
も

寄
り
、
北
僚
新
出
蹴
殿
参
詣
の
節
.
法
印
知
る
人
に
し
て
出
入
い
た
し
、

筑
に
入
り
・
共
の
頃
師
鑑
抄
を
迷
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仰
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唯
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。
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.
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、
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取
り
、
後
越
前
よ
り
赦
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の
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に
て
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E

弟
子
多

く
・
師
鐙
抄
の
内
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も
投
入
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し
た
り
と
。
北
ハ
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兵
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が
弟
子

片
山
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時
第
一
の
者
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り

om兵
衛
mM入
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。
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